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気持ちを忘れずに、今期微力を尽くしてまいりた
いと思っております。
　再来年、大阪Ⅰゾンタクラブは設立50周年を迎
えます。チャーターメンバーをはじめメンバー歴の
長い会員も新しい会員も心をひとつに、記念の年
を有意義にすべく実行委員会が発足しました。
　メンバーの皆様、ご協力とご鞭撻をよろしくお
願い申し上げます。

　暑い暑い夏でしたが、ロンドンのオリンピックは
また熱く燃えた２週間でした。オリンピック放送
の中でメダリストのインタビューには必ず「支えて
くれたたくさんの人や応援してくれた人々に感謝し
たい」と「ありがとう」の言葉があらゆるアスリート
から連発されました。
　「ありがとう」……なんと快い響きでしょう！　
クラブ運営もたくさんの方々のお力添えや支えが
あってこそ、なし得ることだと思います。感謝の

会 長　 早川 住江
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会長を終えて ●●●─────────────────────　永井 隆子
　平成22年６月から平成24年５月までの会長の任期は終わりました。
あっという間でしたが、昨年は日本ゾンタ誕生50周年を迎える節目
の年だったため、各種記念の行事が行なわれ、大変有意義な２年間だっ
たと感慨深く振り返っております。
　今後とも、ゾンタの理念に基づいた活動を心がけたいと思っており
ます。任期中、大阪Ⅰゾンタクラブの方々に温かい励まし、ご協力を
いただき、感謝しております。ありがとうございました。
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大阪市女性協会代表の
田中陽子さん

4月23日、毎日新聞大阪社会事業団にて

講師の有森裕子氏を囲んで（大阪Ⅰゾンタクラブメンバー）

会場入り口の募金箱会場（中央公会堂）

有森裕子氏をお迎えして
早川 住江

税所 凉子

講演を聞いて
大西 治代

　2011～2012年度のイベントは、チャリティー講演会
の講師に、２度オリンピックでメダルを獲得したマラソ
ンの有森裕子氏をお迎えしました。
　オリンピックのメダリストになるということは、我々の
想像をはるかに超えた努力・辛苦・葛藤などなど、常
人では思いも及びません。さすが！  と随所に努力、艱
難に裏打ちされて形成されたお人柄に感動を新たにい
たしました。

　「思い続ければ夢は叶う」と題し、有森氏はご自身が
マラソンを始められたころから今日までの折々の強き思
いが成功を導いたという実体験をもとに、現在の要職
の数々をさわやかに話された。常人には、思い続ける
ことはとても力を要することと考えるが、その力こそが
願いを叶える原動力であるということを改めて認識させ
られた。私はまず、力を蓄えることから始めてみようと
思う。

　講演会は、オリンピック女子マラソン金メダリストで、国連人口基金親善大使としても活躍された有森裕子
さんをお迎えしました。有森氏は、高校、実業団で補欠生活であったにもかかわらず、コツコツと練習を続
けてオリンピックでの出場を勝ち取り、銀メダルを獲得されたことや、その後の国際的なボランティア活動な
どについて話してくださいました。“思い続ければ夢は叶う”、という力強い言葉に、私たちも励まされ、思い
出深い講演会となりました。

　講演会の前には、昨年と同様に、収益金を８団体に贈呈しました。その代表とし
て財団法人大阪市女性協会の田中陽子氏から、お礼の言葉をいただきました。ご来
場の皆様からは、収益金の使われ方がよくわかる、と大変好評でした。

贈呈先 ●東日本大震災支援金　●NPO法人児童虐待防止協会
●大阪市女性協会　　　●NPO法人いくの学園　●大阪ジュニアバンド
●国際ゾンタ財団〈アメリア・イアハート基金／ローズ基金／国際奉仕基金〉

2012年度  チャリティー講演会 「思い続ければ夢は叶う」  講師：有森 裕子氏
◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 　チャリティー講演会の開催について　◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

2012年4月19日（木）　大阪市中央公会堂

収益金の贈呈について

翌日の４月20日付
毎日新聞朝刊に
掲載されました。

　昨年の３月10日に、大阪Ⅰゾンタクラブでは「櫻井
よしこ氏チャリティー講演会」を開催しました。その
翌日に東日本大震災が起こり、私たちは東北地方か
ら参加してくださっていた方々や会員の皆様のことを
思うと、すぐにでも支援活動を、という気持ちでいっ
ぱいでした。
　まず、被災地のゾンタクラブを通して資金や物資の
支援を行いました。そして、復興に向けた活動とし
て、岩手県山田町の「ゾンタハウス」設立・運営資金
の寄付、そこでの備品などの支援も行ってきました。
　そして、今回の有森裕子氏をお招きする2012年の
チャリティー講演会でも、さらに被災地に向けた支援
活動をしたいと思い、会場入り口に「毎日希望奨学
金」（毎日新聞社会事業団が設立した被災地の子ど
もたちへの奨学金制度）への募金箱を設けさせてい
ただくことにしました。

　より多くの方にご協力いただくためにも、ご来場の
皆様に、私たちゾンタクラブの活動を紹介するVTR
と、東日本大震災の被害の映像を見ていただきまし
た。今後の復興支援をいっしょに考えていただけれ
ば、と思って制作したものです。写真の提供は、毎
日新聞様にご協力をいただきました。また、映像内
で使用された楽曲は、『風の子守歌』（谷村新司×石
井竜也）という、震災後の復興を担う子どもたちへの
願いが込められたメッセージソングで、作家印税と
アーティスト印税のすべてが毎日希望奨学金に寄付さ
れ、被災地の子どもたちへの支援にあてられます。
　この募金活動で集まった寄付金は、４月23日、毎
日新聞大阪社会事業団の「毎日希望奨学金」にお届
けしました。
　ご協力をいただきました皆様、ありがとうございま
した。
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光順様を囲んで

笑うことの大切さを語る光順様

メタボ健診の説明をされる
辻内先生

　2012年７月７日～12日、
イタリア・トリノにて第61回
国際ゾンタ国際大会が開
催されました。大阪Ⅰゾン
タクラブからは永井、行
岡、上田、倉斗、税所の
５名が参加しました。

2012年7月7日～12日

国際大会に参加して　　　　　　　　　　　  倉斗 秀子
　第60回サンアントニオ国際大会最終日、次期大
会開催地区のイタリア30地区からのメンバー数十
名が全身白色で統一した服装で壇上に上がり、第
61回トリノ大会への参加を呼び掛けられ、わたし
も是非参加したいと強く印象に残りました。その
時と同じ全員が白色のおしゃれなファッションで、
世界中から集まった私達ゾンシャンを大会中、そ
のファッションのようにスマートにエスコートしてい
ただき、長年にわたって宮廷文化が花咲き、歴史
と芸術、そして近代の息吹が交差する街トリノで
の日々が、充実した思い出深いものとなりました。
　開会式はゾンタの黄色のバラが２対壇上に並
び、アメリカ国旗に続いてイタリア国旗が掲げら
れ、両国の国歌演奏で厳かに開会。設立順に国
旗を持って各国代表が登壇。会場のゾンシャンも
自国の時には起立して国歌を斉唱し、26地区（日
本）は上田ガバナーがあでやかな茶色のお振袖で

登壇、私たちも世界の中の一員である誇り、民族
の誇り、今この場に臨んでいる幸せを感じること
ができました。ただ、会場のキャパシティの都合
で開会式会場に入れず、別室でモニター視聴を余
議なくされた世界各国からのゾンシャンが多数い
らしたのは、会場の１/５程が30地区の白い服の
ホストメンバーで埋まっていただけに、どうしてか
しらと少し残念な気がしました。
　ともあれ、世界大会４回目参加の今回も沢山の
お仲間と楽しいゾンタタイムを過ごす事ができまし
た。次回もこぞってご一緒いたしましょう。

ローズデー記念講演会 「笑いのある人生」
講師：宮本光順尼

講演をお聞きして　　　　　　　　   　永井 隆子

私達に太る自由はあるのか？ ～メタボリックシンドロームの科学的根拠とは
講師：辻内 琢也氏（早稲田大学人間科学学術院准教授　医学博士）

税所 凉子

　毎年３月８日は、国連が定めた「国際女性デー（International Women’s Day）」で、
世界各国のゾンシャンは、過去における女性の活躍とその功績を讃え、更なる女性の
チャレンジを促すことを目的とした活動を行う日です。今年より、全国のゾンタクラ
ブが一斉に活動をおこない、アピールすることが、昨年の地区大会で決まりました。
　今年はその第１回です。私たちは、石川県志賀町大光寺（通称バラ観音）のご住職、
宮本光順尼の法話をお聞きすることにいたしました。
　光順様は、荒れ果てた関の地蔵院のぼろぼろの障子や襖、畳
を一人で替えて、立派に再建された方です。寺の境内に世界中
のバラを植え、世話をし、そのバラを見学にこられる人々に食
事の提供、法話をして、経済的な支えとしておられます。光順
様の法話は、“笑いのある人生”をテーマにし、大変明るく前向
きで、お聞きしたあと、勇気が湧いてまいりました。
※2010年、金沢でのエリア３エリアミーティングを記念して寺庭にゾンタローズ
ガーデンを作庭しました。

　９月20日（木）の例会卓話は、早稲田大学人間科
学学術院・准教授の辻内琢也先生による、健康維
持についてのお話でした。辻内先生は当クラブ会員
の中務さんのお嬢様のご主人であり、ご専門は医療
人類学、心身医学とのこと。とても柔らかな語り口
で、スライドを使ってわかりやすい説明をしていただ
きました。
　「メタボリック」という言葉が使われるようになって
数年、おなか周りのサイズを気にする人が増えてい
るように思いますが、先生のお話では、その腹囲の
基準には、科学的根拠が薄いそうです。メタボの基
準については医学会内部からも批判が出ており、大
学や研究機関での検証、マスコミの取り上げ方など、
メタボ基準をめぐる様 な々動きについて教えていただ

きました。
　健康診断での検査数値を、基準に当てはめて考
えるのではなく、一人一人の生活環境などに応じて
対応し、治療を進めることが大切だとのことです。
先生が「比較的医療人類
学」という観点から、日本
の医学、保健行政につい
て研究されておられること
がとてもよくわかりました。
　「無理して健康にならな
くてもいい」という言葉が
とてもありがたく思えて、
印象に残りました。

2012年 例会卓話

［9月例会卓話］

［３月例会卓話］
第６１回  国際ゾンタ国際大会

（イタリア・トリノ）

61st Zonta International Convention
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役員選挙の様子

コーバリスゾンタクラブの皆様と

朝食会場にて、国際会長リン・マッケンジーさんを囲んで。
左から倉斗、上田、永井、行岡、税所

左がLynda Mchenry氏、中央がLinda Ahlvin氏

　会場では、2010年から2012年に亡くなられた方々を偲び静かな音楽が流れる中、ガバナー達が黄色いバラを
一本ずつ手にして登壇されました。舞台中央にはフラワーベースが置かれています。スクリーンには、地区、ク
ラブ、故人のお名前が順番に映し出されていきます。1地区から順にガバナーが手にしたバラをフラワーベースに
捧げられる時、私はスクリーンとガバナーを見つめていました。
　26地区のところで懐かしい長野禮子様のお名前が映し出されました。
長野様は私が会長の時、名書記として支えてくださり、その後も理事や
広報委員として活躍された聡明で優しく文才に恵まれた方でした。長野
様とは不思議なご縁もあり、お会いした時はいつも優しくお声をかけて
いただき、いい思い出が一杯です。懐かしいお顔やお声を思い出しつつ
感謝の気持ちでお祈りいたしました。
　又、次 と々映し出されるお名前には他クラブですが存じ上げている方
のお名前を見つけ、在りし日を偲びつつご冥福をお祈りいたしました。 長野禮子さんのお名前がスクリーンに

メモリアルサービスに参加して　　　　　　　　　　　  上田 恵子
～「ありがとうございました」

クロージングバンケット　　　　税所 凉子

ビジネスセッション（最終日）　　　　　　　　　　　　　　  上田 恵子

　イタリア・トリノで行なわれた国際大会に、今年度はデリゲートとし
て参加しました。１日遅れての参加でしたが、国際ゾンタ規約につい
て、世界中のゾンシャンが、それぞれご自分の考えを発言して、より
実行しやすいバイローズに変えてゆく場面に立会うことができ、その
真剣さに驚きました。
　また、時代を反映して、「国際ゾンタ理事会は、いかなる地区にも
e-クラブを配置することができる」ということが採択されましたが、今
の時代によくマッチした案だと思います。
　大会のメインイベントの国際ゾンタの役員選挙について、立候補者
の主張は予習していましたので、よくわかりました。選挙結果につい
ては、昨年奈良での地区大会にお越しになり、大阪にもお立ち寄りく
ださってすっかり顔馴染みになったリン・マッケンジー女史 （当時は
プレジデントエレクト）がプレジデントに選ばれたのは当然ですが、
今期のプレジデントエレクトに、おそらく40代後半と思われるマリ
ア・ホセ女史が選ばれ、国際ゾンタも一気に若返った感じでした。
　会期をあと２日残して、オルタネートの税所さんにすべてお願いし
て帰国いたしました。国際大会のたびに参加国が増え、会員数も少
しずつですが、増えているのは喜ばしいことだ、と今から次の開催を
楽しみにしております。

○コーバリスゾンタクラブ（アメリカ・オレゴン州）
７月７日　オープニングセレモニー前に会場にて交歓した。
コーバリスより、Caroline Wilkins、Lynda Mchenry（president）、 
Linda Ahlvin（past president）、 Deb Crisuman、 Friah Rogers、
Bonnie Jacksonsの６名、大阪Ⅰより、上田恵子、永井隆子、倉
斗秀子、税所凉子、行岡陽子の５名のメンバーが出会い、それぞ
れ持参したプレゼントを手渡し交歓した。開会式の直前で会場は
大変混雑し、ゆっくり出来なかったのは残念であった（個人的には
開会式後の立食パーティーで何人かのメンバーと交歓した）。

○台北Ⅱゾンタクラブ
US在住の台北ⅡのメンバーBambi Shen様が大会に参加との連
絡をHsin-hsin Yang（楊　欣欣）様より受け、ホテルや連絡メッ
セージで何度もコンタクトを試みたが、叶わず残念であった。

○光州ゾンタクラブ（韓国）
暫く交流出来ていなかったが、会長と接する機会があり、今後の
交流の復活を期待したい。

　第61回イタリア・トリノ国際大会のすべてのセッションが終盤に近づいた
最終日。最後の夜は、このクロージングバンケットですべての国際大会のス
ケジュールの幕が下ろされることになる。
　午後７時のドアオープン１時間前には、会場前に国際色豊かな民族衣装
や正装のドレスで着飾ったゾンシャンたちが続 と々集まってきた。
　前日から当日の午前中までの２日間は、デリゲートの永井隆子さんがご都
合により一足先に帰国されたため、私がオルタネートとしてビジネスセッショ
ンに出席した。そこでの国際ゾンタの財政と事業に関して真剣に討議・決議
していたゾンシャンの顔とは一変して、明るく楽しげな語らいが繰り広げられ
ていた。ここにはもう国境など全く存在しない様子。日本からの参加者の中
には和服姿の方たちも多く、他国のゾンシャンたちの注目を浴びていた。
　いよいよドアオープン。会場に入ると、全面中央にTの字の大きなステージが組まれていた。生演奏と女性
ボーカルによるオープニングは、世界のゾンシャンたちの気分を盛り上げるのに十分の演出であった。
　このクロージングバンケットでのメインイベントは、新旧役員の交替式である。中央にせり出した長いステージ
を新旧役員が手を取り進んで歩き、Uターンして戻るという演出で、まるでファッションショーのようであった。
日本の上田ガバナーはあでやかな振袖姿で今期の三宅定子新ガバナーとステージを歩かれた。世界中のゾン
シャンを惹きつけながら…。

　９時30分から行われたが、最終日のせいか、
あちこちに空席があった。この日は通訳がなかっ
たので疲れた。
　2012年から2014年の年度目標が発表され審議
された。項目は右記の４項目です。

①信頼度、知名度のための対策について
②国際ゾンタのガバナンス（統治、管理）構造について
③国際ゾンタ財団のガバナンス構造について
④国際ゾンタ財団の財政について

世界のゾンシャンたち

クロージングバンケットにて

ビジネスセッションに参加して　　　　　　　 　永井 隆子

第61回ゾンタ国際大会 （イタリア・トリノ） 姉妹クラブとの交歓
行岡 陽子

日時：7月12日(最終日)　8：30～9：15
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国際委員長のスザンヌ・
フォン・バッセヴィッツ様と
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国際ゾンタ26地区エリア３・4  合同エリアミーティングに参加して
大阪Ⅰデリゲート　永井 隆子

　合同エリアミーティングは、2012年５月13日
（日）、ANAクラウンプラザ神戸にて、総勢268
名のゾンシャンが集まり、開催されました。
　エリア３・４の合同でミーティングが行なわれ
ることで、顔見知りの方と久しぶりにお目にかか
れてお話ができ、楽しむことができました。
　基調講演は、「今、改めて考える女性のエンパ
ワーメント」として、前尼崎市長の白井文氏が講
演されました。現在の尼崎市長も女性（稲村和
美氏）で、２代続けての女性市長は全国で初め
てで、政治分野や意志決定過程における女性の
参画状況は、まだまだ進んでいない、と述べら
れました。
　ワークショップ講演は、三宅定子（次期）ガバ
ナーの「ゾンタローズデーについて」で毎年の３
月８日を女性にとって重要な日とし、世界中のク
ラブに呼びかけて、世界中の女性の地位向上に
更なる挑戦をするための準備をする日とする、と
講演されました。
　また、豊田由起子OMC委員長は、OMC活
動の最大の目標は、新クラブの設立、会員増強

の２点である、と述べられました。
　大須賀会計は、「国際会費の支払い方法につ
いて」、たいへんわかりやすく述べてくださり、
時宜を得た講演だと思いました。
　三隅LAA委員長は、「未来を創る女性リー
ダーの活躍」で、2020年に女性リーダーが30％
になるよう目標をつくり、啓蒙しつづけることを
提案。チャレンジ！
　夕方には、北野ホテルにて美味しいディナー
をいただきました。
　一日、ゾンタのことを勉強して、充実した日を
過ごす事ができ、感謝しております。この日得ら
れた事項を参考に、ゾンタライフを楽しく暮らし
てゆきたく思いました。

合同エリアミーティングに参加して　　　　   福味 真樹紅
　５月13日、神戸で開催されたエリア３、エリア４の合同エリアミーティング
に参加しました、従来であれば２日に渡るプログラムを１日でこなすという中
身の濃いものでした。
　基調講演では、尼崎市元市長白井文氏の、JR列車事故のような未曾有の
状況下では、現場での判断が最も適切であるというお話や、あるいは上場企
業の女性役員が日本はまだ１％
とのお話が印象に残っています。
　昼食が懇親会を兼ねた形と
なっていたため、やや忙しくはあ
りましたが、四国や九州の会員
の方 と々の交流ができ、これもま
たエリアミーティングの一つの楽
しみになっています。

大阪Ⅰゾンタクラブ　2012年度役員および地区役員
会 　 　 長
副  会  長
会 　 　 計
書 　 　 記
理 　 　 事

会 計 監 査
26地区広報・コミュ
ニケーション委員長

早川住江
六島雅子　　大西治代
仁科一江　　倉斗秀子
福味真樹紅　中務和美
行岡陽子　　税所凉子
川田喜代子　永井隆子
佐々木静子　上嶋泰子
上田恵子

後列左から税所凉子、福味真樹紅、上田恵子、中務和美、永井隆子、
　　　　　仁科一江、倉斗秀子、上嶋泰子
前列左から行岡陽子、川田喜代子、早川住江、六島雅子、大西治代
上段佐々木静子

新役員ごあいさつ●●●────────────────────────
副会長　大西 治代

書記　中務 和美

会計　倉斗 秀子

会計監査　上嶋 泰子

◆◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆   広報・コミュニケーション委員長　上田 恵子　◆◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

　クラブ創立50周年記念行事を控えるこの期に、二度
目とは申せ、副会長の要職を拝命いたしますことには、
大変な逡巡と覚悟が必要でございました。大いなる先
輩諸姉が連綿と続けてこられた歴史の重みを理解し、
クラブ精神を継続してまいりますことに、及ばずながら
ではございますが、早川会長をサポートさせていただ
きつつ、できる限りの力を傾けたいと思います。ご協
力、ご指導よろしくお願いいたします。

　大阪Ⅰゾンタクラブに入会させていただいて、二十
年余りになります。その間、たいした仕事もできないま
ま過ごしてまいりましたが、月１回の例会に出席させ
ていただくと、皆様のテキパキとした前向きなご活躍を
いつも目の前にして元気をいただいております。
　今年度は会計監査という、地味ではありますが大切
な会計をチェックするという役を仰せつかり、しっかり
と監査させていただきます。第一に健康に気をつけな
がら、微力ではありますが、少しでも社会のためにお
役に立つことができれば、と思っております。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

26地区（PR&C）委員長に就任して
　この度、ガバナーより2012年から2014年の広報・コミュニケーション委員長を拝命し就任いたしま
した。この委員会の目的は「国際ゾンタの目的を推進し、包括的計画を発展させ、ゾンタの内外で国
際ゾンタへの認識を高める」とのことです。トリノでの国際大会の時、この委員会の国際委員長であ
るスザンヌ・フォン・バッセヴィッツ様に紹介されました。ドイツ、ハンブルグの公共テレビのジャーナ
リストで、若 し々く颯爽としておられ、お言葉には就任に際しての意気込みを感じました。帰国後は26
地区の新しいホームページ作成に関し、ガバナーのご指導の下、宮川ＩＴ委員長と取り組んでいます。
　広報・コミュニケーションの活動は何と言っても皆様のご協力がなくてはできません。ご指導ご協
力よろしくお願いいたします。

　長い歴史のあるクラブの一員として、役員をさせてい
ただける事を喜びとし、皆さまと共に歩んで参りたいと
思います。会計はいささか苦手意識があります。どう
か気がつかれた点は早めにご指摘下さいますようお願
い申し上げます。

書記に就任して
　大阪Ⅰゾンタクラブに入会して今年で15年、入会後
すぐ会計に、と指名頂き、大役に躊躇したものの、い
きなり財務に関係させて頂くとは信頼を得られたことと
プラス思考し、喜んでお引き受けしました。その後、
副会長、会長、理事と務めさせていただきましたが、
書記役は初めてです。文を書いたり記録したりするの
は自分の中では好きな分野なので、そうした面で少し
でも会のお役に立てれば幸いに存じます。
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 第５回　大西 治代さん
いつもすてきな和服姿で

インタビュアー  北村 やゆ子（広報委員）
委員長　川田 喜代子

記念事業実行委員会 名誉顧問　佐々木 静子

　この度、2014年４月29日（祝）開催の大阪Ⅰゾンタクラブ設立50周年記念事業実行委員
会の実行委員長を皆様のご推挙によりお引き受けすることになりました。２年後といえば、
まだまだ遠い先のようですが、案外早くその日がくると思い、今、複雑な心境です。大阪
Ⅰは東京に次いで日本で２番目に設立された由緒あるクラブですから、誇りをもって今後、
記念行事すべてに取り組み、出席してくださる方々の心に残る講演会や、よい記念事業が
できますよう、皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。（川田 喜代子）

大阪Ⅰゾンタクラブ　
設立50周年記念事業について

第１回実行委員会
インタビューを終えて

●日時：2014年４月29日（火・祝） 午後　式典祝宴　
　　　　　　 　　　30日（水） エクスカーション
●場所：リーガロイヤルホテル
●実行委員会
　名誉顧問：佐々木静子
　委 員 長：川田喜代子
　副委員長：上田恵子
　委　　員：大西治代　倉斗秀子　税所凉子　永井隆子　中務和美
　　　　　　早川住江　福味真樹紅　行岡陽子　六島雅子

大阪Ⅰゾンタクラブ50周年記念事業を下記のように行います。細部については今後
皆で検討していきたいと思っています。皆様のご協力よろしくお願いいたします。

　なお、第１回実行委員会を2012年８月30日17: 00～18: 30、会長宅にて行いました。

記念事業について

ときめきインタビュー
～輝き続ける女性をクローズアップ！～

　大西さんは、1999年６月に、仙台ゾンタクラブの西村様、京都Ⅱゾンタ
クラブの洞川様の推薦で入会されました。
　和服姿が美しい大西さんのお仕事は呉服の販売です。ご結婚前は、洋
裁学校の教師をされていたそうですが、嫁がれたお家が呉服屋をしておら
れたため、ご結婚を機に洋服専門から和服のお仕事に変わられました。
大変なご苦労があったと思いますが、努力で乗り越えられました。
　当時は呉服屋さんはなぜか男性が販売するのが目立っていました。「女
性が着るものなのに…」「女性なら、男性にできない細やかな事ができるの
では…」と考えられた大西さんは、お客様が常に自分の“先生”と思いなが
ら、コツコツと頑張ってこられました。
　最近は、中学生の浴衣の着装教育の必要性を訴えてこられ、その努力
の結果、平成24年４月からは、全国の中学校で着装教育を実施すること
が文科省で決まり、大阪でも先生方への指導が始まりました。
　趣味は、佐々木静子先生に誘われ７年前からされている俳句と、最近ゾ
ンタの皆さんと月１回のミーティング前にされているフラダンス。
　そして、ゾンタの活動については、「異業種の皆さんが同じ方向を向き、
奉仕に対する考え方を一つにまとめている、その凛としたぶれない姿勢に
触発され、パワーも元気もいただいています」と。
　「こんなにすばらしい大阪Ⅰゾンタクラブに、ぜひ会員の増加を…」とキ
ラキラと目を輝かされておっしゃった姿に、私はとても魅了されました。
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天ぷらと天ぷら 六島 雅子
小説『土佐堀川』古川智映子著
（女性実業家・広岡浅子の生涯）を読んで

中務 和美
　先日、大切なお客様をお招きしました。お土産はなにがいいかと考えたのです
が、私が住む兵庫県尼崎市には、これといった特産品もありません。いろいろ
考えて思いついたのが「天ぷら」。尼崎に漁港があった江戸時代の創業から150
年以上続くお店の品です。
　尼崎は工業都市として知られていますが、近世には、広く瀬戸内一帯の魚が
中在家町の魚市場・魚問屋に集まり、京・大坂へと出荷されていました。私が嫁
いできました家は、この中在家町のほど近くの城内という所、尼崎城があった場
所にありました。繁栄していた魚市場・魚問屋も明治期には漁船が直接大阪に
入港するようになったことや、京阪神へ鉄道が敷かれたことにともない、西の海
でとれた魚が直接京都・大阪へと運ばれるようになってすたれていきました。
　その一方で、魚の集散地である尼崎町らしい産業として盛んになったのが、か
まぼこや天ぷら製造といった水産品加工業でした。今残っているお店はほとんど
ないのですが、中央商店街にあるこのお店、揚げたての天ぷらが並ぶと行列が
できるほど。
　ここで「あれ？」と思われる方もいらっしゃるのではないでしょうか。「天ぷらっ
て魚介類や野菜に衣をつけて油で揚げたものじゃないの？」
　そう、関西では衣をつけて揚げるものも、魚のすり身を油で直接揚げるものも
「天ぷら」と呼びます。他の地域では「薩摩揚げ」と言うようですね。「揚げかま
ぼこ」という言い方もあります。ですから「天ぷら」と言うと、人によっては異なっ
たものを思い浮かべて話がうまく通じないことがあります。
　同じ言い方でも、地域によって意味合いが異なってくることはよくあることで
す。
　天ぷらのお話ばかりしていますと、
それだけでおなかが大きくなってきまし
た。この「おなかが大きい」という言い
方、関西ではおなかがいっぱいになっ
たという意味ですが、「妊娠した」とい
う意味にしかとらない地域の方が多い
のでご注意を。

　拝啓　広岡浅子様
　まずはじめに、女性の地位向上を目指すゾンタクラブの一員である私が、近代日本の夜
明け、未だ女性が社会の表舞台に躍り出る基盤もない頃、この大阪で大活躍されていた貴
女様のお名前を、夫の机上にあった小説『土佐堀川』でお目にかかるまで、寡聞にして全く
存じ上げなかったことをお詫び申しあげます。
　京都の三井出水家に生まれた貴女様は17歳で大阪の両替商加島屋に嫁がれ、維新変革
により傾きかけた家運を、自ら上京して諸侯御用金の整理に当たることで功を収められたの
を手始めに、加島銀行創立、広岡商会（貿易業）設立、鉱山の経営、大同生命の創業、
日本女子大学設立など、それこそ八面六臂の大活躍をされたのですね。しかも嘉永から大
正にかけては日本歴史の激動期、特に経済の大変革期に当たって、先行きの全く見えない
状況の中での起業ではなかったでしょうか？　また、現在でさえ“男女共同参画”などとい
うスローガンを掲げなくてはならない日本の現状を鑑みても、女性差別の激しい当時、女
性の身でこれらの事業を成功に導くにはどのように大変だったことでしょう。
　貴女様の座右の銘「九転び十起き」がそのご苦労を端的に表しているように思われます。
懐にピストルをしのばせ「女など相手に出来ん」と息巻く九州の荒くれ炭鉱夫たちと対決す
る場面では、まるで映画の１シーンを見ているようで、思わず快哉を叫びました。
　日本女子大学の創立は、このように女性差別の著しい中にあって、切実、早急に為さね
ばならぬ事として計画されたのでしょう。ご実家の三井家から目白台の別荘地5500坪の寄
贈を得て具体化させ「理想的な女子教育を実践し将来母となる女子を立派に育てたい」との
信念が、時の政治家や教育者を動かし、実現にこぎつけられたのですね。
　ちなみに、以前から大同生命のネーミングに関して、他社は年号や地名に由来するのに、
と不思議に思っておりましたが、「小異を棄てて大同につく」の格言から命名されたとか。
小事にこだわらない貴女様のお気持ちがここにも表れているようです。
　さて、ここにきて私が感じたのは、ご主人信五郎様の度量の大きさと包容力の素晴らし
さです。貴女様がいくらパワフルで先見の明に長けておられても、家庭という枠の中に縛り
付けられては、このように伸び伸びと活躍することは不可能でしたでしょう。
　お互いに相手の才能を認め、協力しあって共に生きる、近代的な夫婦像をここに見るよ
うに思いました。
　申しあげましたように、私は貴女様の活躍された浪速にあります大阪Ⅰゾンタクラブ（来
年度創立50周年を迎えます）の一員であり、会員一同ゾンタクラブの目標である女性の地位
向上に向けて努力しておりますが、「大阪にこんな素晴らしい先達がいてはったんやでぇ」
と全国のゾンシャンはもとより、全ての女性に声を大にして伝えたいと思います。
　「負けたらあかん、しっかりしいや」と、“応援”よろしくお願い申しあげます。

敬具

リレーエッセイ 会員寄稿
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＊＊＊ LAA・奉仕委員会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 企画・親睦委員会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊ 国連・国際委員会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊ 広報委員会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊ OMC 委員会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

後列左から福味真樹紅、倉斗秀子
前列左から上田恵子、徳光清子
上段金戸光子

後列左から税所凉子、六島雅子、大西治代
前列左から上島禎子、川田喜代子、重森由郷
上段左から道風邦子、藤井次子、行岡久美子

後列左から後藤安子、仁科一江
前列左から中務和美、辻恵美子

後列左から税所凉子、北村やゆ子
前列左から水野光子、行岡陽子

後列左から永井隆子、上嶋泰子
前列左から伊藤幸子、小松美佐子
上段佐々木静子

LAA委員長　倉斗 秀子　　奉仕委員長　上田 恵子 企画委員長　六島 雅子　　親睦委員長　大西 治代

委員長　中務 和美
委員長　行岡 陽子

委員長　永井 隆子

　ゾンタ活動のバックボーンともいえるＬＡＡ（立法意識・支援）
を理解し、女性の地位向上に役立つ方法なども調べ、具体的な奉仕
活動に結び付けて行きたいと思います。（記　倉斗秀子）

　奉仕委員会からの提案は下記の通りです。皆様のご協力よろしく
お願いいたします。
●奉仕先への寄付贈呈はイベントの時に行っているが好評なので今
年も続けたい。
●今年度もゾンタ26地区東日本大震災支援事業、（新名称：ゾンタ
３．11プロジェクト）に協力したい。（記　上田恵子）

　2012年６月21日例会後、第１回企画委員会を開催（出席者：早川会長、
大西副会長、川田、道風、重森、税所、六島）
●2012～2013年度の年間計画案について検討
●ローズデーのチャリティー講演会の件、例会卓話について討議する。
●今期はメンバーによる卓話も２回を予定。
　会員皆様のご希望・ご意見をどしどしお寄せいただきたいと願っており
ます。（記　六島雅子）

　親睦委員会は企画委員会とジョイントされているため、独自での取り組み
は多くはございません。企画委員会と連携しながら、ほっこりとしたクラブが
継続するよう、友好面を支えてまいりたいと考えております。（記　大西治代）

　６月例会において、通信会議を経て決定した今年度の活動目標
を発表。

●国際ゾンタの国連・国際委員会からのメッセージ等を、単に配布
するだけでなく、例会で会員の皆様にダイジェストしたものをわ
かり易く説明するなど。国際ゾンタとの密接な連携をはかり、時
宜に応じて協力する。
●姉妹ゾンタとの交流、国際的な支援団体とのコミュニケーション
を図る。（クリスマスカードや手紙、メールでの交流）
●国際・国連に関する意識向上を図る為の卓話など、を企画する。
●その他　国際に関係する諸問題について適宜対応する。

平成24年度　第１回広報委員会
日時：平成24年７月３日（火）　午後３時より　場所：どりむ社　３階
出席者：税所、水野、北村、行岡（陽）
議題
１）平成24年度広報委員会の方針について
　 年１回発行・内容・ホームページとの関連・発行時期等について討議
２）会報65号の企画・立案について
　 ７月19日例会時に各メンバーに原稿依頼・締め切りを９月６日とする
３）会員名簿の更新
４）次回委員会開催：9月18日（火）午後３時　どりむ社にて編集会議、
　 10月18日発行予定
５）大阪ⅠゾンタHPについて　　６）その他

　OMCの略字の意味を、今期最初の例会で再確認しました。
　OMC：Organization, Membership, Classification
　（組織・会員・職業分類委員会）

　会員増強が最重要課題ですが、なかなか大変です。ただ、今期入
会金が10万円から半額の５万円になりまして、入りやすく、また
お勧めしやすくなりましたので、頑張りたいと思っております。

＊2012-2014年度  各委員会メンバー・委員会だより＊
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編集後記
　本年度の早川会長を中心に新体制が発足し
た。各委員会もリニューアルし、本会報も新広報委
員会（北村・税所・水野・行岡陽子）で担当した。
　今期から、会報はホームページとの絡みで年１
回、10月に発刊することになったが、さしあたり
今号はほぼ従前と同じような形式となった。今後
は、年１回の発刊を考慮した内容を考えていき
たいと思う。

　また大阪Ⅰゾンタクラブの設立50周年実行委
員会も発足し、再来年の４月29日に式典が開催
されることに決定した。広報に関しても、何かと
会員の皆様にご協力をお願いすることになります
が、どうぞよろしくお願いします。
　今号の発刊に当たり、ご寄稿頂きました皆様
に感謝いたします。ありがとうございました。

（広報委員長　行岡陽子）

　活動報告　2012年3月～9月
3月1日（木）

3月8日（木）

3月12日（木）

3月17日（土）

4月5日（木）

4月18日（水）

4月19日（木）

4月22日（日）

5月10日（木）

5月13日（日）

5月17日（木）

5月20日（日）
5月26日（土）

6月7日（木）

6月21日（木）

7月5日（木）

7月19日（木）

7月29日（日）

9月1日（日）

9月6日（木）

9月13日（木）

9月20日（木）

理事会　於：事務所

例会（22名）　於：リーガロイヤルホテル
・ローズデイにちなんで宮本光順さまの
  法話「笑いのある人生」
・指名委員会より次年度役員発表
・チャリティー講演会の準備

クラブ内規委員会開催

26地区合同シンポジウム出席（４名）

理事会　於：事務所

京都ⅡZCチャリティー園遊会に出席
（１名）

チャリティー講演会　
於：大阪市中央公会堂　
「思い続ければ夢は叶う」　
講師：有森裕子氏

例会（22名）　於：リーガロイヤルホテル
講演会の反省

支援する「大阪ジュニアバンド」のコンサー
トに出席（１名）

理事会　於：事務所

エリア３・４合同エリアミーティング出席（13名）
於：ANAクラウンプラザホテル神戸

チャーター例会（24名）　
於：リーガロイヤルホテル
・大阪Ⅰ活動記録・東日本震災記録を
　DVDにて鑑賞　
・チャリティー講演会会計報告
・クラブ内規の改定
・チャーター例会に関しての感想など披露

エリア２エリアミーティングに出席（１名）
エリア１エリアミーティングに出席（１名）

新旧役員合同理事会（13名）
於：リーガロイヤルホテル

例会（22名）於：リーガロイヤルホテル
・新旧役員交代
・国際大会（トリノ）出席の準備
・11年度会計報告＆今年度予算案審議
・各委員会より活動計画発表
・50周年実行委員会の選任に関して協議

理事会　於：事務所

例会（22名）　於：リーガロイヤルホテル
・国際大会（トリノ）出席者の報告
・広報･企画委員会より会報･行事予定等
  報告
・50周年実行委員会　委員選任

SEN姫路ZC認証伝達式に出席（３名）

高松ⅡZC認証伝達式に出席（１名）

理事会　於：事務所

大阪ⅡZC講演会に出席（２名）

例会　於：リーガロイヤルホテル
・卓話「私達に太る自由はあるのか？　
  メタボリックシンドロームの科学的根拠とは」
  講師：辻内琢也氏
  （早稲田大学人間科学学術院・准教授）
・今年度チャリティー講演会に関して協議
・大阪Ⅱとの合同例会に関して協議

（文責　記録書記　中務和美）




